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　嗅覚は、食べるものと食べられない
も の を 識 別 し た り 、交 配 相 手 を 見 つ
け、捕食者から逃れたりするために不
可欠で、生存に直接関わる重要な感覚
で あ る 。環 境 中 の 多 様 な 匂 い 物 質 は 、
鼻 腔 の 嗅 上 皮 で 発 現 し て い る 嗅 覚 受
容体（ O R ）によって検出される。O R 遺
伝 子 は 哺 乳 類 で 最 大 の 遺 伝 子 フ ァ ミ
リーを形成しており、その数はヒトで
約 4 0 0 個 、マ ウ ス や ラ ッ ト で は 約
1 , 0 0 0 個におよぶ。
　 様 々 な 生 物 種 の 全 ゲ ノ ム 配 列 を 用
い た 網 羅 的 解 析 の 結 果 、O R 遺 伝 子 の
数 は 種 に よ っ て 大 き く 異 な る こ と が
明 ら か に な っ た 。例 え ば 、視 覚 の 発 達
した高等霊長類や、二次的に水中生活
に 適 応 し た イ ル カ の O R 遺 伝 子 数 は 、
他の大部分の哺乳類よりも少ない。そ
れ ぞ れ の 生 物 種 の も つ O R 遺 伝 子 レ
パートリーは、その生物の生存環境に
応 じ て ダ イ ナ ミ ッ ク に 変 化 し て き た
と考えられる。進化の過程における遺
伝 子 の 重 複 や 欠 失 が 極 め て 多 い こ と
は、O R遺伝子の特徴の一つである。

　OR遺伝子は、鳥類・爬虫類・両生類・
魚類を含む全ての脊椎動物がもってい
る。魚類のもつ OR遺伝子数は、哺乳
類と比較してかなり少ないが、アミノ
酸配列の多様性は哺乳類よりも大き
い。このことは、陸上生活へ適応する
過程で、揮発性の匂い分子と結合でき
るごく少数の OR遺伝子だけが生き残
り、その後遺伝子数が爆発的に増加し
たことを物語っている。最も初期に分
岐した脊索動物であるナメクジウオも
脊椎動物型の OR遺伝子をもつことか
ら、OR遺伝子の起源は脊索動物門の
共通祖先にまで遡ることができる。
　本講演では、脊椎動物 OR遺伝子ファ
ミリーの進化に着目して、匂いという
感覚の不思議に迫ってみたい。
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